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’ ’九条Iさらぎぢ

<1946 (昭和21)年11月3日、日本国憲法の公布の日。現在は「文化の日」、元々は明治天
皇の誕生日で、戦前には「明治節」という祝日。憲法発布は半年後の翌年5月3日。

＜1949（昭和24）年11月3日、湯川秀樹博士(42歳)、日本人初のノーベル物理学賞を受賞＞
敗戦の日本人に大きな希望を与えてくれた受賞でした。その後、湯川博士は世界の核廃
絶運動に取り組むようになるため、特に晩年は日本政府からは疎まれることになります。

日
韓
併
合
百
年
と
原
町
の
歴
史
（
前
編
）

二
上
英
朗

若
い
頃
、
母
校
の
原
町
高
で
現
代
詩
の
授
業
を
し
て

い
た
時
の
事
。
一
《
年
男
子
の
ク
ラ
ス
で
一
人
の
生
徒
が

質
問
に
立
ち
「
こ
の
人
は
日
本
人
で
し
よ
。
そ
れ
じ
ゃ

反
戦
の
詩
だ
な
ん
て
書
く
資
格
は
な
い
」
と
言
っ
た
・

反
戦
こ
そ
は
戦
後
日
本
文
学
の
最
大
の
テ
ー
マ
だ
。

←
そ
れ
を
書
か
な
い
で
ど
う
す
る
。
文
学
に
浪
漫
派
や
象

一
徴
主
義
も
あ
る
が
、
戦
後
文
学
の
中
で
、
こ
の
詩
人
は

ま
し
だ
と
思
わ
な
い
か
」
等
と
応
え
た
が
、
彼
が
何
故

あ
ん
な
言
葉
を
吐
い
た
の
か
そ
の
時
は
理
由
が
分
か
ら

ず
、
た
だ
五
歳
と
年
齢
の
違
わ
ぬ
若
い
教
員
を
「
へ
こ

ま
し
て
や
れ
」
と
絡
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
・

少
年
ら
し
い
生
意
気
な
快
感
な
ら
当
方
も
持
っ
て
い

た
・数
年
後
に
、
あ
る
少
年
を
パ
チ
ン
コ
店
の
裏
に
家
庭

訪
問
し
て
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
た
ら
「
そ
れ
は
僕

の
兄
で
す
。
僕
た
ち
は
在
日
二
世
な
ん
で
す
」
と
い
っ

た
。
「
若
い
教
員
を
や
り
こ
め
て
や
っ
た
」
と
弟
に
漏

ら
し
て
い
た
と
い
う
。

父
か
ら
貰
っ
た
と
い
う
彼
ら
の
「
國
史
」
と
い
う
日

本
語
と
ハ
ン
グ
ル
の
両
方
の
言
語
で
印
刷
さ
れ
た
国
民

必
携
の
歴
史
教
科
書
を
取
り
出
し
て
「
僕
が
興
味
な
い

か
ら
先
生
に
あ
げ
る
よ
」
と
言
っ
て
、
手
渡
し
た
。
激

閏P

と
を
知
っ
た
。
塔
が
解
体
さ
れ
た
昭
和
師
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
番
組
作
り
で
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
朝
鮮
人
問
題
を

扱
う
か
議
論
し
た
。
朝
鮮
人
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
だ

け
で
激
し
い
抗
議
が
左
か
ら
来
た
り
、
右
か
ら
は
脅
迫

が
来
る
こ
と
さ
え
あ
る
と
い
う
。
私
は
郷
愁
と
共
同
体

意
識
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ナ
リ
オ
に
し
た
か
っ
た
。
特

定
勢
力
の
た
め
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
、
朝
鮮
人

う
ん
ぬ
ん
は
省
い
た
。
け
れ
ど
も
建
設
に
当
た
っ
た
技

師
や
と
び
職
を
探
し
出
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、

マ
ス
コ
ミ
各
紙
の
記
者
も
群
が
っ
て
「
朝
鮮
人
は
い
た

か
」
と
、
全
員
が
集
中
質
問
す
る
の
で
、
口
を
揃
え
て

「
朝
鮮
人
は
い
な
か
っ
た
」
と
答
え
る
。

お
か
し
な
話
だ
。
土
工
と
し
て
働
い
た
佐
藤
啓
助
さ

ん
は
「
あ
の
頃
、
朝
鮮
の
方
は
原
町
に
は
た
く
さ
ん
お

り
ま
し
た
」
と
証
言
し
、
庶
民
は
正
直
に
事
実
を
述
べ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
役
所
の
人
間
は
「
日
本
人

だ
け
で
作
っ
た
」
と
い
う
。
朝
鮮
人
が
働
い
て
い
た
、

と
答
え
る
と
、
ま
ず
い
事
で
も

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

者
が
、
国
籍
は
韓
国
。
そ

具
体
的
に
そ
の
時
知
っ
た
。

烈
な
表
現
は
な
い
。
日
韓
関
係
史
を
淡
套
と
記
述
し
て

あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

あ
あ
。
あ
の
兄
は
、
あ
の
と
き
彼
な
り
に
、
精
一
杯

の
皮
肉
を
投
げ
か
け
た
の
だ
と
思
い
知
っ
た
。
彼
ら
は

パ
チ
ン
コ
経
営
者
の
韓
国
人
の
父
と
、
地
元
原
町
生
ま

れ
の
日
本
人
の
母
と
の
間
に
原
町
で
生
ま
れ
て
原
町
で

育
ち
、
何
か
ら
何
ま
で
同
じ
感
覚
の
つ
も
り
で
い
た
若

者
が
、
国
籍
は
韓
国
。
そ
う
い
う
隣
人
が
い
る
こ
と
を

私
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
原
町
無
線

塔
物
語
」
の
取
材
で
、
建
設
当
時

に
多
く
の
朝
鮮
人
が
原
町
に
住
ん

で
い
て
、
土
工
と
し
て
働
い
た
こ

と
を
知
っ
た
。
塔
が
解
体
さ
れ
た

世
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○来年1月9日(日)南相馬市成人式｡原町区は｢ゆめ1さつと｣で13:30開式｡来年も｢憲法小冊子｣を新
成人に配布しきすが､ご-緒に配布しきせんか｡(同日鹿島区10:00開式､小高区14:00開式）



で
も
五
、
六
人
だ
っ
た
よ
」

Ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ圃

な
あ
ん
だ
。
や
っ
ぱ
り
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
何

隠
す
の
か
・
戦
前
の
教
育
を
受
け
た
世
代
に
は
「
朝

人
」
と
い
う
単
語
は
は
そ
れ
ほ
ど
「
政
治
的
」
タ
ブ
ー

に
な
っ
て
い
た
。

今
年
は
日
韓
併
合
百
年
で
あ
る
。
明
治
蛆
年
に
大
韓

帝
国
は
独
立
を
失
い
、
昭
和
加
年
に
日
本
の
敗
戦
に
よ

っ
て
「
開
放
」
さ
れ
た
。
韓
国
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
８

月
噛
日
は
祝
日
の
赤
丸
印
が
つ
い
て
い
る
・

前
年
の
明
治
蛆
年
に
は
大
韓
帝
国
の
皇
太
子
英
親
王

が
原
町
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
た
だ
し
御
料
車
の
車
窓

か
ら
、
同
伴
の
伊
藤
博
文
と
一
緒
に
特
別
野
馬
追
を
現
一

物
し
た
。
英
親
王
は
十
歳
。
軍
服
を
着
た
か
わ
い
い
子
一

供
で
あ
る
。
伊
藤
公
が
父
親
代
わ
り
の
保
護
者
と
い
っ

て
も
、
要
す
る
に
韓
太
子
は
人
質
で
あ
っ
た
。
そ
の
伊
一

藤
博
文
が
、
ま
も
な
く
ハ
ル
ビ
ン
駅
で
独
立
運
動
家
安

重
根
に
よ
っ
て
短
銃
で
射
殺
さ
れ
る
。
日
本
で
は
テ
ロ

リ
ス
ト
と
さ
れ
る
彼
は
、
韓
国
で
は
英
雄
と
し
て
賞
賛

さ
れ
て
い
る
。
歴
史
認
識
の
ズ
レ
と
し
て
典
型
的
な
例

で
あ
る
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
孫
の
よ
う
な
麗
し
い
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
は
、
こ
の
原
ノ
町
駅
で
の
場
面
が
最
後
の
姿

で
あ
っ
た
。

（
次
号
に
続
き
ま
す
）

私
た
ち
の
知
局
浴
い
、
知
局
さ
れ
て
い
ぢ
い
、
あ
え
て
知
る

一

一
つ
と
し
ぢ
い
ゞ
も
一
つ
忘
れ
て
し
ま
つ
鱈
原
町
の
歴
襲
で
す
。
一

詞『割引回洲釧１判Ⅷ刻剖引討凱瓠「ⅡⅧ刷一
な
ご
や
か
に
進
行
し
、
気
心
が
“

通
じ
て
き
た
頃
合
を
見
計
ら
つ
一

て
再
び
同
じ
質
問
を
し
た
。
「
一

朝
鮮
人
は
い
ま
し
た
か
」
と
。
一

雰
囲
気
は
悪
く
な
か
っ
た
。
彼
一

ら
は
答
え
た
。

「
そ
り
ゃ
あ
少
し
は
い
た
さ
・
一

で
も
五
、
六
人
だ
っ
た
よ
」

な
あ
ん
だ
。
や
っ
ぱ
り
い
た

隠
す
の
か
・
戦
前
の
教
育
を
受

入
」
と
い
う
単
語
は
は
そ
れ
ほ

に
な
つ
て
い
た
。

剖
輩
雲
菫 へ

＜名歌＞「地図の上 朝鮮国に黒々と霊を塗りつつ 秋風を聞く」石川啄木

「壕跡に韓園二世たたずみて 『強制連行史』卒論にせんと」都築茂次郎
一グーグー／‐グーア ーグ 一／一一／＝〃.－〃一夕‐グーグー〃.一／ 一グーグーーグ』一一→／ 一グーグーグ一,＝〃 －グーノー〃＝〃‐／一一／～／‐グー

お考辰み脚ご
太田緑子さん

‘死去

本県の医療・
福祉発展に

尽くす

会報『九条Iさらきち』を読んで･会員の皆様からのご意見’ ｉ
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◆◆◆「Nql 46裏面。『九条を守ろう｡命の行進｣の原町通過の絵がユニーク
で素敵なので、丸い小皿にして焼いてみます。リヤカーでのあの行動力に

感動しています。今の政権では平和憲法は遠ざかっていきそうです。会報

を読んで元気に過ごしたいです」◆◆◆「｢九条を守ろう｡命の行進｣が原町通過

の様子はインターネットで紹介されていましたよ」◆◆◆「Nql 46oサダム｡フ

セインを裁判し死刑執行したのはイラク政府です。『アメリカがフセインを処

刑』は事実に則してはいない。中立の見方をするよう慎重な記述が欲し

い」◆◆◆「Nal 48裏面。私には坂本龍馬の良さが分かりません。人々が
もてはやすほど、私は引いてしまいます｡」◆◆◆「ドラマ『龍馬伝』など全

く興味はなく一度も見ていません」◆◆◆「Nql 48裏面。坂本龍馬を会報

でとりあげるのにふさわしいか、個人的に疑問を感じます｡NHKドラマ『龍

馬伝』の意図するもの、国民に刷り込もうとしているものは何でしょうか。

龍馬が明治時代に生きていたらせいぜい海軍大臣かなと想像します」◆◆

◆「10月の封書に印刷の井上ひさしに感心した。Nql 49裏面のタバコのピ

ースのこと、『龍馬伝』の史実とドラマの比較などとても面白く、コピーし

てあちこちに配りました」◆◆◆「Nal 46の映画『氷雪の門』樺太の真岡の

女子電話交換手の一人は原町出身です。ご存知でしょうか。1974年の映

画完成の時、遺族がインタビューされたりして話題になりました」◆◆◆

「いつも「九条」と「はらまち」を交差させた内容で楽しみにしています」

o▼ご意見ありがとうございます▼いろいろと反省しきりです(事務局)？▽
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○
郡
山
市
の
太
田
綜
合
病
院
名
誉
理
事
長
、
元
県
教
育
委
員
長
の
太
田
緑
子

さ
ん
は
十
月
二
十
二
日
、
九
十
五
歳
で
死
去
。
太
田
さ
ん
は
「
福
島
県
九
条
の

会
」
の
呼
び
か
け
人
代
表
で
「
憲
法
９
条
の
堅
持
」
を
熱
く
訴
え
、
講
演
会
で

は
「
遺
言
状
に
憲
法
九
条
を
寄
れ
と
書
こ
う
か
」
と
笑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

○
今
年
二
月
、
映
画
『
い
の
ち
の
山
河
』
を
ご
覧
に
な
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
小

高
の
浮
舟
文
化
会
館
に
お
出
で
に
な
ら
れ
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
す
○
三
年
前
、

福
島
市
で
の
「
九
条
の
会
・
丼
上
ひ
さ
し
講
演
会
」
の
時
は
、
私
た
ち
が
発

行
し
た
『
憲
法
小
冊
子
』
を
数
冊
買
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
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＝＝「は帯諭…｣事務局連絡先 。

○会長:平田慶肇TELO244-24-121 1

○事務局長:山崎健一〒975-0014南相馬市原町区西町3-53-2 TFI_22-8631

○会計井上歯美TEL22-751 1 ･ FAX26-0892○石田賢二m\03"○早坂吉彦TEL22-032 6 ○番場恵子TEL22-071 5

○どの会報掲載用に､普天間｡尖閣｡北方領土問題ぢど､会員の皆様の率直なご意見を蔬寄せください。


